
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関する

学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さを理

解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しましたの

で、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

  令和元年５月１日 

学校名 福井市上文殊小学校   

校長氏名  向当 誠隆     

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

 ① 上文殊地区の環境、地球環境について学習します。 

 ② 水や電気などの資源を大切に使います。 

 ③ ごみを減らし、リサイクルに努めます。  

２ 取組内容 

 ① 環境学習 

  ・上文殊地区の自然環境を、教科や道徳、総合、学校行事などの学習に生かします。 

 ② 節水・節電の取組 

  ・委員会の呼びかけをもとに、全校で節水・節電に取り組みます。 

 ③ ごみの減量・リサイクルの取組 

  ・資源回収（古紙、アルミ缶、びん）をＰＴＡや地域と連携して行います。 

  ・反古紙の積極的な活用に努めます。 

   

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れる

かを記載して下さい。） 

①の自然環境を活かした学習では、「自然とのつながりを理解して多面的に考える力」や

「自分たちの役割を理解して、進んで参加していこうとする態度」が身に付くようにします。  



様式第２号                                                   （提出日）令和２年１月１８日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

 

学校名    福井市上文殊小学校  

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 上文殊地区の環境、地球環境について学習します。 

 ② 水や電気などの資源を大切に使います。 

 ③ ごみを減らし、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

 ①環境学習 

  ・田治島地区のビオトープに行き、生物や草花を観察しました。 

  ・５年生総合的な学習の時間の取組「稲っ子クラブ」で、地域の

方々の協力のもと、稲の成長を観察したり、わら細工を学んだり

しました。 

  ・４年生社会科の学習「ごみの処理と利用」の発展的学習として  

   海洋プラスチック問題等のごみに関するニュース集めを行い、そ

の解決について話し合った。 

②節水・節電の取組 

  ・保健･環境美化委員会の呼びかけのもと、全校で節水・節電に取り

組みました。 

 ③ごみの減量・リサイクルの取組 

  ・ＰＴＡや地域と連携して５月と１０月に資源回収を行いました。 

回収量は、合計 20.6トンにのぼりました。 

  ・職員は反古紙の利用に努めています。 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

  「稲っ子クラブ」の活動では、学校に隣接した田んぼで稲の生長を観察したり、地域の

方々から直接、栽培について教えてもらったりしたことで、わら細工など米や藁など自然

を暮らしの中で最大限に生かした地域の取組を学ぶことができました。。 

３ 

見
直
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 【具体的効果】 

① 生活科や総合、社会科の学習で地域の自然環境に触れる活動をとおして、自然の

恩恵を体感することによって、自然を大切にし、豊かな産物を生み出す環境を守

ろうとする気持ちが育まれました 

② 委員会による継続的な呼びかけにより、委員会児童だけでなく、多くの児童の省

エネに対する意識が高くなり、進んでエネルギー資源を大切にする態度が身に付

いてきています。 

【改善点】 

・児童が行った自然環境に関わる活動やその振り返りをＥＳＤの視点を踏まえて、お

たよりやＨＰによって家庭に周知し、また啓発することで児童の意識もさらに高ま

っていくものと考える。今後、児童、家庭、学校が一体となって、環境をよりよく

していく意識を高めていく取り組みを工夫していきます。 


